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浦
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一
郎

会
長
あ
い
さ
つ

編

集

後

記

◆

去
る
七
月
四
日
に
、
高
岡

市
長
選
が
行
わ
れ
、
新
市
長

が
誕
生
し
ま
し
た
。
我
々
役

員
・
会
員
一
同
も
気
持
ち
を

新
た
に
、
新
し
い
市
長
と
連

携
を
は
か
り
、
多
様
化
す
る

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆

本
稿
で
は
地
域
で
情
報
共

有
を
行
う
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

向
け
の
電
子
回
覧
板
ア
プ
リ

「
結
ネ
ッ
ト
」
の
紹
介
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
の
参

画
を
促
し
、
活
動
の
基
盤
と

な
る
住
民
同
士
に
よ
る
地
域

の
将
来
や
課
題
の
話
し
合
い

に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。
持
続
的
な
地
域
活
動

の
実
現
の
た
め
、
時
代
の
変

化
に
応
じ
て
今
後
も
挑
戦
を

続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

◆

結
び
に
、
お
忙
し
い
と
こ

ろ
、
貴
重
な
原
稿
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
矢
竹　

有
至
（
記
）

藤
田　

晴
久

橋
本　

善
明

山
本　

睦
男

会員
田畑　公生（五位山）

会員
山崎　久栄（赤丸）

会員
牧野　光男（古府）

会員
上田　義一（是戸）

会員★
有澤　良一（山王）

会員★
道谷　悦一（中田）

相談役
杉江　幸男

会員★
松原　幸伸（西五位）

会員
佐伯　正則（醍醐）

監事
杉本　孝之（国吉）

会員★
西田　公信（横田）

会員
大庭　和之（野村）

会員
前田　義弘（東五位）

会員
橘　　信一（石堤）

理事
増井　俊一（太田）

副会長
大坂　昭輔（牧野）

副会長
矢竹　有至（福岡）

理事
杉本　　進（立野）

会員
月安　幸三（木津）

会員
広地　功信（小勢）

会員
坂　　廣志（伏木）

会長
浦田　一郎（佐野）

副会長（総務）
角玄　富雄（戸出）

理事
出口　　勇（大滝）

監事★◎
中井　隆行（二上）

理事
米島　義三（下関）

理事（会計）
藤田　晴久（西条）

理事
橋本　善明（能町）

理事
小栗　久雄（二塚）

会員
和田　　徹（平米）

副会長
宇波真一郎（定塚）

会員
古國府信二（博労）

会員
下山　　実（川原）

理事
森田　和夫（福田）

会員
牧　　　隆（成美）

会員★
谷　　晴雄（守山）

役員・会員の紹介役員・会員の紹介（令和３年度）（令和３年度）

◎印は新役員
★印は新会員

勝興寺 唐門

監事
山本　睦男（北般若）

18歳は
成人です！！

令
和
４
年
度
か
ら
成
年
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
18
歳
、

19
歳
は
未
成
年
者
取
消
権
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

契
約
ト
ラ
ブ
ル
の
ご
相
談
は

高
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー☎
２
０
―
１
５
２
２

虫
の
音
に
、
深
ま
る
秋
の
風
情
を

感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に

は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
高
岡

市
連
合
自
治
会
に
格
別
な
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り
が
た
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
初
め
か
ら
世
界
中
に

広
ま
っ
た
「
コ
ロ
ナ
禍
」
は
、
既
に

２
年
に
も
お
よ
ん
で
い
ま
す
。
よ
う

や
く
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん
で
き

ま
し
た
が
、
い
つ
マ
ス
ク
な
し
の
日

常
に
戻
れ
る
の
か
、
い
ま
だ
に
見
え

な
い
事
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
般
若
心
経
の
『
色
則

是
空
』
と
書
か
れ
た
色
紙
等
を
目
に

さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。『
空

則
是
色
』
と
続
き
ま
す
が
、
こ
れ
を

「
有
る
こ
と
を
知
り
て
、
無
き
こ
と
を

知
る
。
無
き
こ
と
を
知
り
て
、
有
る

こ
と
を
知
る
」
と
、
読
み
解
い
た
方

が
あ
り
ま
す
。「
コ
ロ
ナ
禍
」に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
有
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
、

誰
も
が
思
っ
て
い
た
お
祭
り
や
行
事
、

色
々
な
会
合
ま
で
が
全
く
で
き
な
く

な
り
、
改
め
て
私
た
ち
は
、
こ
の
当

た
り
前
の
風
景
に
、
い
か
に
大
切
な

価
値
が
あ
っ
た
か
に
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。

連
合
自
治
会
は
こ
の
状
況
を
、
各

自
治
会
が
直
面
す
る
諸
課
題
解
消
を

図
る
と
と
も
に
、
原
点
に
返
り
、
活

動
を
見
直
す
良
い
機
会
と
捉
え
、
今

年
度
か
ら
活
動
の
持
続
化
と
活
性
化
、

併
せ
て
各
連
合
会
長
の
負
担
軽
減
に

も
つ
な
が
る
新
規
事
業
と
し
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
電
子
回
覧
板

ア
プ
リ
「
結
ネ
ッ
ト
」
を
、
全
36
地

区
の
連
合
自
治
会
長
へ
導
入
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
世
代
に
こ
の
ア
プ

リ
を
通
じ
て
少
し
で
も
活
動
へ
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
必
ず
担

い
手
不
足
の
解
消
に
効
果
を
発
揮
す

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
の
取
り
組
み
に
、
よ
ろ
し
く
ご
理

解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（１） （４）



伏
木
校
下
自
治
会
連
絡
協
議
会
会
長

坂　
　
　

廣　

志

国
指
定
重
要
文
化
財
・
勝
興
寺
の
「
平
成

の
大
修
理
」
が
令
和
３
年
３
月
に
完
工
し
、

江
戸
時
代
の
荘
厳
で
優
美
な
姿
が
よ
み
が

え
り
多
く
の
皆
様
と
と
も
に
完
工
を
喜
び

ま
し
た
。

勝
興
寺
は
奈
良
時
代
越
中
国
の
国
庁
跡

と
伝
承
さ
れ
、
国
守
が
万
葉
集
の
代
表
的
歌

人
大
伴
家
持
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
古
く
か
ら

伏
木
は
「
万
葉
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
全
国

に
名
を
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
伏
木
の
誇
り
で
あ
り
壮
大
な

伽が

藍ら
ん

が
よ
み
が
え
っ
た
勝
興
寺
へ
全
国
か
ら

多
く
の
観
光
客
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
勝
興
寺
来
訪
時

に
は
歴
史
と
文
化
と
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
伏
木

の
名
所
・
旧
跡
を
巡
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

　

五
月
二
十
七
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
高
岡

に
お
い
て
本
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
二
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

報
告
、令
和
三
年
度
事
業
計
画（
案
）・
収
支
予
算（
案
）、

役
員
の
補
充
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
の
主
な
活
動
内
容
及
び
令
和
三
年
度

の
事
業
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
二
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
要
望

書
を
富
山
県
知
事
へ
提
出

（
４
月
）

・
定
期
総
会
開
催

（
６
月
）

・「
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
た
自
治
会
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
作
成

（
８
月
）

・「
市
連
自
治
会
だ
よ
り
」の
発
行

（
８
月
）

・
県
連
・
高
岡
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

（
８
月
）

・
市
当
局
と
の
懇
談
会

（
９
月
）

・
令
和
三
年
度
高
岡
市
に
対
す
る
要
望
書
提
出
（
11
月
）

・
令
和
二
年
度
富
山
県
知
事
に
対
す
る
要
望
書
提
出

（
12
月
）

・
市
内
研
修
会「
地
域
活
動
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
」

（
12
月
）

・
コ
ロ
ナ
対
策
補
助
金
を
活
用
し
た
各
地
区
で
の
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
策

（
〜
２
月
）

・
電
子
回
覧
板「
結
ネ
ッ
ト
」試
験
的
運
用

（
３
月
）

令
和
二
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業

栄
誉
に
輝
く

　

■
市
功
労
者
表
彰

小
栗　

久
雄
氏
（
二
塚
）

吉
野　

武
司
氏
（
国
吉
）

令
和
三
年
度

令
和
三
年
度

　
　

定
期
総
会
の
開
催

　
　

定
期
総
会
の
開
催

勝
興
寺
と

勝
興
寺
と

万
葉
集
歌
札
掲
示
運
動

万
葉
集
歌
札
掲
示
運
動

高
岡
市
長　

角
田　

悠
紀

市
連
自
治
会
だ
よ
り
第
16
号
発
行
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

私
は
７
月
４
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
高
岡
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
支
持
を
賜
り
、
高
岡
市
政
を
お
預
か
り

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
と
い
う

使
命
感
を
持
っ
て
行
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
市
政
運
営
の
理
念
と
し
て
、「
圧
倒
的
市
民
目
線
の
市
役

所
改
革
・
ま
ち
づ
く
り
」、「
各
地
域
・
各
企
業
が
輝
く
地
域
創
生
の

推
進
」、「
未
来
に
責
任
の
と
れ
る
持
続
可
能
な
市
政
運
営
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
全
国
的
に
地
域
経
済
や
財
政
問
題
な
ど

様
々
な
分
野
で
閉
塞
感
が
生
ま
れ
て
お
り
、
人
口
減
少
を
克
服
し
、

地
域
の
創
生
に
取
り
組
む
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
岡
市
に
お
い
て
も
、
20
年
後
、
30
年
後
も
心
豊
か
で
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
、
地
域
の
皆
様
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を

傾
け
、
知
恵
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
、
地
域
、
企
業
が
主
体
と

な
り
活
躍
で
き
る「
持
続
可
能
な
未
来
都
市
高
岡
」の
実
現
に
向
か
っ

て
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
高
岡
市
連
合
自
治
会
会
員
各
位

を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
高
岡
市
連
合
自
治
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
地
域
住

民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
し
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

市
長
あ
い
さ
つ

令
和
三
年
度
の
主
な
事
業
計
画

Ⅰ　

高
岡
市
連
合
自
治
会
は
、
市
勢
の
発
展
と
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
豊
か
で
明
る

い
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、
各
地
区

連
合
自
治
会
相
互
の
連
携
の
基
に
、
行
政
及
び
関

係
団
体
と
相
互
協
力
・
協
調
を
図
り
、
少
子
高
齢

の
進
展
に
危
機
感
を
持
ち
な
が
ら
持
続
的
な
地
域

活
動
に
努
め
る
た
め
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

Ⅱ　

事
業
内
容

①　

高
岡
の
魅
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言

②　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

③　

地
域
福
祉
の
増
進

④　

環
境
保
全
・
美
化
運
動
の
促
進

⑤　

参
加
者
の
拡
大
と
人
材
育
成

⑥　

持
続
的
な
地
域
活
動
を
目
指
し
た
取
組
み

（
連
合
自
治
会
で
の
結
ネ
ッ
ト
の
本
運
用
な
ど
）

願
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
事
か
ら
、
伏
木
校
下
自
治
会
連
絡

協
議
会
と
し
て
、
勝
興
寺
の
竣
工
に
華
を
添

え
る
と
と
も
に
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

貢
献
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
万
葉
集
の
１

首
を
歌
札
に
し
て
伏
木
地
区
の
家
々
の
玄
関

先
に
飾
っ
て
も
ら
い
、
観
光
客
の
皆
様
に
楽

し
く
街
歩
き
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
万
葉

集
歌
札
掲
示
運
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
高
岡
市

万
葉
歴
史
館
坂
本
信
幸
館
長
に
大
伴
家
持

が
越
中
で
詠
ん
だ
万
葉
集
か
ら
１
０
０
首
を

選
定
し
て
い
た
だ
き
、
歌
札
の
大
き
さ
は
歴

史
上
使
用
さ
れ
た
木も

っ
か
ん簡
の
寸
法
を
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
歌
札
（
木
札
）
の
材
質
を
地
元
の

銘
木
店
の
ご
協
力
も
あ
り
檜
ひ
の
き
材
に
し
、
書

は
伏
木
の
書
家
さ
ん
に
書
い
て
い
た
だ
く
事

で
、
伏
木
地
区
の
皆
様
に
各
自
治
会
を
通
じ

て
購
入
希
望
を
募
り
ま
し
た
。

当
初
は
、
ど
れ
だ
け
の
賛
同
が
得
ら
れ

る
か
不
安
で
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
大
変

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
予
想
を

超
え
る
８
６
０
枚
の
購
入
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
運
動
を
通
し
て
伏
木
の

皆
様
の
勝
興
寺
に
対
す
る
思
い
、
万
葉
集
を

愛
す
る
思
い
、
伏
木
を
愛
す
る
思
い
を
改
め

て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

結
び
に
、
伏
木
小
学
校
の
創
校
記
念
式
典

で
毎
年
４
年
生
の
女
子
生
徒
が
舞
う
、
万
葉

集
の
１
首
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
も
の
の
ふ
の
　
八
十
娘
子
ら
が

　
　
　
汲
み
ま
が
ふ
　
寺
井
の
上
の

　
堅
香
子
の
花
」

共に創ろう！活力ある地域！～新たな地域づくりの手法について～

スマートフォン・
PC等による

電子申請の受付も
はじめました！

届け出の提出先・ 
お問い合わせ先

高岡市共創まちづくり課　
TEL 20-1326

自治会役員等
変更届

結ネット

自治会役員等変更届

電
子
回
覧
板
「
結
ネ
ッ
ト
」
を
導
入
し
ま
し
た

高
岡
市
連
合
自
治
会
で
は
、
36
地
区
の
連
合
自
治
会
長
と
事
務
局
間
の
連

絡
事
務
の
負
担
軽
減
と
迅
速
化
を
目
的
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
電
子

回
覧
板
ア
プ
リ
「
結
ネ
ッ
ト
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
各
種
会
議
の

出
欠
連
絡
や
、
会
議
資
料
の
送
付
、
有
害
鳥
獣
の
目
撃
情
報
の
配
信
等
に
活

用
し
て
お
り
、
今
後
は
、
各
地
区
の
単
位
自
治
会
の
会
長
ま
で
の
導
入
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
定
塚
地
区
と
守
山
地
区
で
は
、

各
単
位
自
治
会
の
会
長
等
ま
で
の
導
入
を

決
定
し
て
お
り
、
防
災
や
各
種
団
体
間
の

連
絡
な
ど
へ
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
要
望
に

応
じ
て
地
域
の
会
合
等

へ
出
向
い
て
結
ネ
ッ
ト

の
説
明
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

〜
住
民
の
み
ん
な
で
地
域
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
〜

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
地
域
活

動
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
な
か
で
、
今
後
も

活
動
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
地
域
住
民
で
問

題
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
ず
は
、

住
民
み
ん
な
で
地
域
の
将
来
や
課
題
を
話
し
合
う

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
合
い
の
開
催

に
あ
た
っ
て
は
市
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
話
合
い
を
行
う
前
段
と
し
て
、
住
民
の

皆
様
に
、
地
域
活
動
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
は
出
前
講
座
も

行
っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
地
区
や
単
位
自
治
会
は
、
高
岡
市
連
合
自
治
会
事
務
局

（
共
創
ま
ち
づ
く
り
課
）
に
連
絡
く
だ
さ
い
。Ｔ

Ｅ
Ｌ
２
０
―
１
３
２
６

（３） （２）


